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1）B。賄・ropo圃洲oB（看971）：rHeTpo汲o田HBblcoKor汀HHo3eMHcTHx　KpHcTa朋HqecKHx

nopo八八oKeM6p朋yKpaHHbl（ウクライナ地方先カンブリア系高アルミナ結晶質岩の岩石学）」，ナウコ

バドウムカ出版所，209p・，図34，表33，文献124，22×14・5cm，UDC552．42：549＋551（71＋72）

（477）（露文）

珪線石・藍晶石・紅柱石・鋼玉を含有した結晶質岩（変成岩）の標記地方における分布規則性，変成

作用，初成の性質の問題を取り扱ったモノグラフ．

　高アルミナ岩の詳細な地質学的，岩石学的，鉱物学的特徴を記載し，構成鉱物の化学的性質と諸変成

岩の組成・生成条件との関係を論じている．タイプ・オフセット版．

　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

第1章研究概史
第2章　高アルミナ岩区の地質

　　　　ポブーシュスカヤ鉱床群　　プリアゾフ鉱床群　　鉄鉱磁気異常区の鉱床　　クリボイログ

　　　　ークレメンチューク鉱床群　　スーシチャンーペルジャン区

第3章　高アルミナ変成岩の岩石学的記載

　　　　ポブーシュスカヤ区　　プリアゾフ区　　鉄鉱磁気異常区　　スーシチャンーペルジャン区

第4章　主要構成鉱物の記載

第5章　高アルミナ岩の初成性質について

第6章　高アルミナ岩変成作用

第7章　先カンブリア紀における高アルミナ岩の空間的分布の規則性

　2）｝監C』P凪韻oB編（197嘔）：「npHKm江Hble3a双aqHMexaHKKHropHblxnopo江（岩石力学の

応用課題）」，カザフ共和国ナウカ出版所，215p・，26×17cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　目　次
》K．C。Ep凪aHoBほか2：摺曲作用の数理論上の新問題，p・3～36，図7，表4，文献15．

K．K．KaKp6aeB：球体貫入岩中の熱弾性張力にっいて，P・37～42，文献IL

A．K．EropoBほか1：シュブロン摺曲の成長の性質について，p・43～49，表4，文献1．

H．A。raparauF不均一成層層群の主要張力状態の解析，p・50～67，図2，文献9。

八．O．双雌pOBほか1：厚層中における水と石油の接触部の運動方程式の解答について，p。68～73，図

　5，文献8．

＞K．C，Ep〉KaHoBほか2：斜坑の張力状態と変形状態，p・74～104，図7，表6，文献20．

K．K．Ka甑apoB，B．n・瓢aTBeeBa　l水平坑内の非緻密結合単層体の張力状態，p・105～118，図4，表

　4，文献1L

A．只．CHH只eB＝横断岩体等方体斜面の割れ目の平衡について，p・119～125，図2，文献6．

K．K。Ka触apoB＝非緻密結合単層体を伴った山塊中の立坑の張力状態，p・126～131，図1，表4，文

　献5．

IH．瓢．A負Ta朋eBほか1：自然立坑四周の不等性岩体の耐久性計算，p・132～137，図2，表2，文献

　7．
瓢．T。TycynoB：非緻密結合単層体からなる岩体の剛性の決定によせて，p・138～141，文献5．

）K．C．Ep撒aKoBほか1：大きな弾性変形からみた坑道四周の岩体の漸動，p・142～152，図2，文献

　8．
M．T．A五HM凪aHoB：単一岩体内立坑の径の決定について，p・153～160，図1，文献11．

　　　　　　　　　　　　　　　　37一（733）
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0。A！b説KoHypoBほか1＝超音波法による破砕岩帯の研究，P・161～169，図3，文献6。

C，K）。KaPHHCK励：面変形時における連続張力域内のルーズな媒体の静力学的課題の解決，p・170～

　175，図1，表1，文献8．

荊．K．Tye6aeB：水平層沿V・に掘進する坑道の弾性・張力状態の研究によせて，P・176～185，図3，

　表4，文献11．

H．Φ．Ca60八am：運動作用に対する物理的非線形面の挙動について，P。186～191，図1，文献2．

K）・H・CepemH：直角方向の問隙を有する弾性面の応力，p・192～200，図1，文献3．

K：）。A。OHH取eHKoほか1：岩体パラメータ分布函数式につV・て，P，201～205，文献11．

H．C。C韻πoBほか1：非線形弾性媒体中の球状波分布，p・206～210，文献6．

r．F。KyπHeB：有隙物理的非線形薄層の張力状態，p・211～215，図3，文献11．

　3）　魯。β・rpe噸yx盟H　（で970）：「FeoΦH3班【lecKHeハヘeToπbl班cc汀e八oBaHH∬yro五bHb【x　cKBa》KHH

（炭層の地球物理学的研究法）」，ネードラ出版所，545p・，図298，表25，文献228，25×18cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部　來炭層岩石の物理的性質

　第1章　堆積物と堆積岩の変成作用の地質学的要素

　第2章　岩石物理学

　　§1密度と孔隙率　　§2　比電気抵抗　　§3　自然電気化学活性　　§4　強制電気化学活性

　　§5弾性波伝波速度　　§6放射能　　§7熱的性質　　§8機械的性質

　第3章　來炭層岩石の物理的性質の分布変化の規則性

　　§9　爽炭層岩石の物理的性質変化の層位学的規則性　　§10　爽炭層岩石の物理的性質変化の広域的

　　規則性　　§11地向斜型爽炭盆地堆積層の典型的岩石物理的断面　　§12　來炭層岩石の物理的性

　　質変化の局部的規則性

　第4章　石炭鉱床の岩石学的分類，石炭とその母岩との共存関係

　　§13石炭鉱床の岩石学的分類　　§14石炭とその母岩との共存関係

第2部　電気検層法

　第5章　インピーダンス法

　　§15　インピーダンス法の物理的原理　　§16標準検層の選択　　§17炭層研究の方法論

　　§18石炭側岩の研究　　§19インピーダンス・ダイアグラムの歪み　　§20微検層法

　第6章　集束検層法

　　§21概説　　§22有効抵抗の測定　　§23集束検層パラメータの選択　　§％　炭層研究への集

　　束検層の利用

　第7章　岩石の比電気抵抗測定法

　　§25側面電気検層概説　　§26側面電気勾配検層　　§27側面電気ポテン’シャル検層

　　§28検層最終強度・最大曲線グラフ解析法

　第8章　岩石の比電気抵抗近似決定法

　　§29インピーダンス・ダイアグラムによる岩石比電気抵抗直接決定法　　§30分離ダイアグラム

　　による炭層比抵抗の決定　　§31集束検層有効抵抗ダイアグラムによる炭層比抵抗の決定

　　§32漸近抵抗法　　§33透導インピーダンス法

第3部　放射能その他の地球物理的検層法

　放射能検層法概説

　第9章　自然ガンマ線法と放鮒性同位体法

　　§34　ガンマ線強度の測定　　§35炭層とその側岩の研究へのガンマ線法の利用　　§36　同位体

　　法

　第10章　分散ガンマ線法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38一（734）
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§37概説　　§38　分散ガンマ線強度の測定

マ線法の利用　　§40岩石密度の測定　　§41

線法曲線の歪み

第11章

　　§43

第12章

　　§47

　第13章

　　§49

　第14章

　　§51

　第15章

　　§54

第4部
　第16章

　　§56

　第17章

　　§58

　第18章

　　§61

§39試錐柱状断面での炭層記録へのガンマーガン

選択ガンマーガンマ線法　　§但　ガンマーガンマ

　の決定に対する地層の傾斜角の影響

　の厚さ測定による地球物理的研究結果と試錐・坑道掘リデータとの比較

第19章　炭層の構造の研究

第20章　石炭の灰分の研究

　§67石炭の主な品質指数と岩芯によるその決定　　§68岩芯による炭層灰分の測定　　§69　地

　球物理学的データと岩芯データによる石炭灰分の測定　　　§70比電気抵抗による炭層灰分の測定

　§71放射能測定法による炭層灰分の測定　　§72　地球物理学的方法による炭層灰分の総合的決定

第21章　岩芯と地球物理的方法による石炭の品質指数の測定

　§73岩芯による石炭の品質指数の測定　　§74　地球物理的方法による石炭の品質指数の測定

第22章　石炭の地球物理的検層法の合理的組合せ

　§75通常条件下における石炭検層研究法　§76地球物理的検層石炭研究法の有効性　§77複

　雑な条件下における石炭検層研究法

　中性子検層法

中性子一中性子法　　§44　中性子一ガンマ線法　　§45誘導活化法　　§46新放射能法

　温度測定と抵抗測定

温度測定　　§48　抵抗測定

　気体定量と岩石試料の選択

気体定量　　§50岩石試料の選択

　機械的方法

墾孔時間法　　§52空隙測定　　§53音響法

　伏角測定と勾配測定

伏角測定　　§55　勾配測定

地球物理的ダイアグラムの総合的解釈

　試錐断面の堆積岩石学的細分と炭層区分

試錐断面中の炭層区分　　§57試錐断面の堆積岩石学的細分

　試錐断面の対比と構造断裂の解明

試錐断面の対比　　§59　來炭層断面の岩石物理学的対比法　　§60構造断裂の解明

　地層の深度・厚さの測定法

炭層深度の決定　　§62側岩堆積層の厚さの決定　　§63炭層の厚さの決定　　§64

　　　　　　　　　　　　　　　§65地層の厚さ測定値における工学的誤差　　§66

第23章　石炭鉱床探査時における無岩芯試錐

第24章　地球物理事業の組織化と地球物理資料の有効利用

　§78試錐による地球物理事業の実施とその組織化　§79

　§80埋炭量計算に対する地球物理資料の活用

地球物理的検層結果の質的評価

厚さ

炭層

　4）r・踊．B∬acoB編（1971）：「ByπKaHKuecKHecepHbIeMecTopo撒八eH朋HHeKoTopbIeHpo6一

みeMH　rupoTepMa∬bHoro　py双oo6pa30BaH朋（火山性硫黄鉱床と熱水鉱化作用の諸問題）」，ナウカ出

版所，357P・，図185，表50，文献452，27×18cm　（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　硫黄鉱床の分類とその中での火山性硫黄鉱床の位置

第2章　極東ソ連領内の火山性硫黄鉱床の研究史

第3章　極東ソ連領および隣接諸国の火山性硫黄鉱床

　　カムチャツカ半島およびクリル列島

39一（735）
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　　　南クリル硫黄鉱床域　　中クリル硫黄鉱床域　　北クリル硫黄鉱床域　　南カムチャツカ硫黄鉱

　　　床域　　中カムチャツカ硫黄鉱床域　　北カムチャツカ硫黄鉱床域　　東カムチャツカ硫黄鉱床

　　　域

　　極東ソ連領大陸地方

　　　ブリネラ岬付近の硫黄鉱床　　沿海州南部テルネイ湾付近の硫黄鉱床　　プリアムール下流地区

　　　の硫黄鉱床　　北東辺区の硫黄鉱床

　　東アジアの隣接諸国

　　　日本　　インドネシア　　ニュージーランドと南太平洋の島々

　　アンデス山脈・コーディレラ山脈・カリフォルニア・メキシコ

　　　チリー　　アルゼンチン　　ボリビア　　ペルー　　エクアドル　　コロンビア　　ベネズエラ

　　　コスタ・リカ　　ガテマラ　　その他の南アメリカ・中央アメリカ諸国　　メキシコ

　　アメリカ

　　アリューシヤン列島

　　地中海摺曲帯

第4章　火山性硫黄鉱床の空間分布の規則性と生成期

第5章　火山起源硫黄鉱の種類，その組織と構造

　交代鉱床の鉱石

　　　塊状・鉱染状交代鉱石　　網状鉱染一細脈鉱石　　rスイプーチュカ」鉱石（ルーズな昇華一交代

　　　鉱石）

　　火口湖鉱床の鉱石

　　　現世火口湖の硫黄泥　　緻密質成層鉱石（被続成硫黄泥）

　　噴気孔・温泉の表成硫黄沈殿層

　　　沈殿硫黄と集塊岩状沈殿鉱　　昇華硫黄と集塊岩状昇華鉱　　再熔融硫黄と再熔融硫黄を伴った

　　　集塊岩状鉱石

　第6章　火山性硫黄の結晶形態

　　斜方晶系α硫黄

　　単斜晶系β硫黄

　　単斜晶系7硫黄

　　火山性自然硫黄と外因性自然硫黄の結晶形態上の相違点

　　火山性自然硫黄の結晶作用の諸特徴

　第7章　火山性硫黄鉱床の成因

　　火山地域のガスと温度

　　　本問題研究の現状　　マグマ・エマネーションの分化方向に関する問題の分析　　マグマ・エマ

　　　ネーションの一般的分化過程と温泉成分組成の変化過程　　火山ガスと火山性温泉の成因的分類

　　各種火山性硫黄鉱床の生成作用

　　　ガスと溶液からの硫黄の地表性沈殿　　火山での硫黄流の生成　　火口湖底における硫黄の沈殿

　　　鉱染一交代鉱床の生成

　　自然硫黄一熱水造鉱作用の最終生成物

　　現世火山区の研究にもとづく鉱化作用の諸問題について

　　　鉱石と変質岩の累帯配列　　酸性溶脱過程と鉱石沈殿過程との相関関係　　内因性鉱床の分類原

　　　則にっいて

　第8章　地表近辺での硫黄の酸化と硫黄鉱体の分解

　　硫黄鉱体の溶脱断面とその構造　　硫黄鉱石の溶脱過程とその微生物活動との関係

　第9章　火山性硫黄鉱床の実用価値とその開発利用法

　　　鉱床の規模と水山帯における硫黄賦存性の展望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40一（736）
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　鉱床研究法，採掘法，鉱石処理法

　概査　　精査　　探鉱　　硫黄鉱の採掘

火山ガスからの硫黄採取の展望

硫黄鉱と共生する他の鉱物資源の有効利用

　硫化鉄鉱　　明響石　　石膏と硬石膏

硫黄鉱の処理

重晶石　　粘土　　珪岩　　褐鉄鉱　　金紅石

結語

　5）　B・「・Cary腿oB　（1971）：「Feo，πorH兄arpoHoMHqecKHx　py双Ka3axcTaHa（カザフ共和国月巴料

原料鉱床の地質学）」，カザフ共和国ナウカ出版所，192P・，図32，表19，文献120，27×18cm（露文）
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第1章　カザフ共和国の肥料原料鉱石の研究状況

第2章　燐酸塩鉱物資源

　1．燐酸塩鉱の層位学的所属，含燐灰土層盆地の地質構造，大型燐灰土鉱床の地質構造

　　A．地向斜性燐灰土

　　B．白聖紀・古第三系卓状燐灰土

　　C，鉄鉱・バナジン鉱・カーボナタイト中の燐灰石およびその他の燐酸塩鉱物

　2．カザフ共和国の主要燐灰土鉱床区の構造地質学的位置

　3．カザフ共和国の燐灰ニヒ・燐酸塩鉱床の成因的分類

　4．含燐酸塩層系の分布規則性と主要造岩成分の比較

　5．燐酸塩資源に関する総括

第3章
第4章
第5章
第6章

カリ鉱物資源，窒素鉱物資源，マグネシア鉱物資源，硫酸鉱物資源

微量元素一植物成長促進剤一とその原料産地

石膏一含塩土壌改良の効果的材料

バーミキュライト

カザフ共和国の肥料原料鉱開発・利用の展望

　6）　β・π・6a餌yKoB編（1971）：rFeoxHMHH　r肌poTepMa価Horo　py八oo6pa30BaH朋（熱水鉱化

作用の地球化学）」，ナウカ出版所，228p・，21・5×14cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

V。1。Gerasimovskiiの業績

B．JL　BapcyKoB：熱水鉱床鉱石構成物質の起源間題について，p・21～29，文献10．

H。A。皿ypacoBa：塩化物メルト・珪酸塩メルト間における錫と鉛の分布，p・30～34，表1，文献11．

T。赫．Cy叫eBcKaH：気液包有物の分析データによる含錫熱水溶液の化学組成の比較研究，P・35～60，

　図2，表9，文献24．

F．B．HayMoB，0。Φ．〈短poHoBa：渥青ウラン鉱一炭酸塩脈生成作用に対する炭酸ガスと酸素濃度の影

　響，p・61・～77，表4，図10，文献18。

P．0．Pa八KeBHH：北カフカス地方の主要多金属鉱床の場合の熱水鉱化作用の温度条件，P・78～90，図

　14，文献19．

C．A．Bopo双KH：熱水鉱床生成温度の指標としての黄鉄鉱のスクリュー状結晶とモザイク状結晶，p・91～

　105，図16，文献14．

B．H．巫飢b皿eB：母岩の熱水変質時における交代反応のタイプ，p・106～120，図4，表2，文献3L

C．荊。AπeKcaH双poB：実験研究による醐酸塩鉱の地球化学的生成条件，P・121～128，図1，表1，文

　献19．

U．B．双b∬qKoBa：第二酸化鉄鉱物中におけるVとFeの類質同像混合について，P。129～134，図1，

　表3，文献27．
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C．B．Ko3epeHKo：低温時と高温時における硫化鉄の生成条件の実験的研究，p・135～146，図2，表

　6，文献27．

H・B・A汲eKcaH八poB，T．A．TpycHKoBa：カーボナタイト生成過程中でのニオブの地球化学によせて・

P・147～153，図2，表3，文献7．

JI．A．CHHbKoBa：アルカリ炭酸塩媒体中での稀土類元素の挙動と分離作用について，P・154～161，図

　5，表1，文献17．

0．B．BpbI3ra朋H：酸性熱水溶液からのタングステンの移動と沈殿の可能性について，P・162～166・

文献10．

F．Φ．HBaHoBa：熱水溶液からの鉄重石の沈殿条件にっV・て，P。167～172，図3，文献8，

H．H．BapaHoBa：熱水過程における鉛の物理化学的移動条件，P・173～196，図5，表10，文献79・

H．H．Ko汀naKoBa：硫化物溶液中におけるSb＋3の賦存形態について，P・197～209，図1，表7，文献

　10。

∂。H．CepreeBaほか2：熱水鉱床における硫化砒素の生成条件，p・210～222，図3，表5，文献18・

　7）　r・Φ・Kpa皿eHHHHHKoB（1971）：「yqeHKe　oΦ飢朋x（堆積相学）」，ブイスシヤヤ　シュコー

ラ出版所，365p・，図100，表9（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
第1部　堆積相．r相」の概念発展史．最近の堆積相の概念．

　第1章　　r堆積相」の概念の発生と発展．

　第2章　堆積相学の内容と使命　　　　　文献52．

第2部陸成層

　第3章　陸上における堆積作用の条件と陸成層の分類

　第4章　残留生成体

　第5章　山腹・山麓堆積層（崩積層・崖錐層）

　第6章　氾濫原堆積層

　第7章　河川堆積層

　第8章　湖沼・沼沢堆積層

　第9章　湧泉・カルスト堆積層

　第10章　氷成堆積層

　第11章　砂漠地方堆積層コンプレックス

　第12章　陸上火山堆積層

　第13章　黄土とその生成問題．　　　文献155・

第3部海成層
　第14章　海洋における堆積作用の特徴と海成堆積層の分類

　第15章　海の生物と成因解析のための海棲生物の意義

　第16章　海浜成層

　第17章　浅海成層

　第18章礁成層

　第19章　半遠洋性堆積層

　第20章　深海成層

　第21章　異常塩度海成層

　第22章　海底火山堆積層　　　　　文献123．

第4部　陸上一海洋移過帯の堆積層

　第23章　三角洲堆積層

　第24章潟・溺れ谷堆積層　　　 文献53．
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第5部　堆積相と構造地質との関係

　第25章　堆積相と地殻の脈変動

　第26章　堆積相と摺曲構造・断裂構造との関係

　第27章　堆積相と地殻の大構造単元との関係　　　　　文献47．

第6部　成因解析の基礎

　第28章　成因解析の総則

　第29章　堆積岩石学的特徴の研究

　第30章　生物の化石と生活痕の研究

　第31章　同期堆積層の地域変化の研究と堆積相共生関係の解明

　第32章　成因解析結果の集約。堆積相図・古地理図と説明書の編集

　第33章　成因解析の実用的価値　　　　　文献227．

　8）A・H・TyrapHHoB編（1971）：「FeoxHMH∬，neTpo』omHHMHHepa丑orHHule五〇uHuxHoP－

o双（アルカリ岩の地球化学，岩石学，鉱物学）」，ナウカ出版所，207p・，26×17cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
B。B．H工ep6販Ka：疲れを知らぬ研究者一V・1。Gerasim・vskii，P・3～6

0。A，Bopo6beBa：霞石閃長岩マグマの化学的性質にっV・て，P。7～16，図2，表2，文献11。

几C。Bopo朋H　l超塩基性岩・アルカリ岩・カーボナイト複合山塊中のマグマ分化アイヨライトとアイ

　ヨライト化作用，p・16～33，図15，表2，文献19．

B．A．KOHOHOBa：メルテイジャイトーウルタイト岩系生成時におけるマグマ分化作用と交代作用の役割

　について，P．33～52，図4，表4，文献28．

H．皿．P月6脳KOB：アグパアイト質マグマの生成時における尖晶石分別作用の役割について，P・52～

　56，図7，文献16．

JLH・KorapKo：天然高アルカリ系におけるマグマの平衡，P・57～71，図1，表2，文献54．

JI・JL　nepqyK：玄武岩質マグマのカーボナタイト化作用生成物としてのカーボナタイト，p・72～77，

　図3，表1，文献30．

B．瓢．Ba朋田Ko　lビリオーマイト生成条件の物理化学的特徴，P・77～85，図3，表1，文献42．

A。C。na朋eHKo，B。H．BblxoBep：モンゴール・ツバー・アルカリ花闇岩類生成区とその起源と地球

　化学の諸特徴，P．86～120，図17，表5，文献22．

兄瓢．Φe伽HH：層状貫入岩マグマ・メルトの容量減少の岩石学的意義につV・て，p・120～128，図1，

　表3，文献14．

0。B。双y五K肥：アイヨライトーウルタイト山塊における後マグマ性変質，P・129～141，図3，表5，

　文献29．

K）．A．Ba湘皿oB：コラ半島アルカリ岩類中の稀土類元素の地球化学によせて，P。142～158，図9，表

　4，文献40．

H・A・HeTePcK恥e，X・CePeHceHニグリーンランドのイリマウサク山塊岩石中の炭化水素ガスと渥青物，

　P・159～173，図3，表6，文献6．

B。H．3m6H班，温。H．ΦapaΦoHoB　lアルカリ貫入岩系中における銅の分布と鉱床成因論，P・173～183，

　図2，表1，文献13．

H．B，Bycce賢ほか2：ロボゼロ山塊の造岩霞石，P・184～200，図5，表4，文献26．

JI．C。AraΦOKHHKOBa：北部天山地方の幾つかの山塊の閃長岩中におけるバデレアイトの発見につv’て，

　P、200～203，表2，文献14．

9）r・3・HapBa伽（1971）：rh・cπeMarMaT四ecK・eMHHepaπ・・6pa3・BaHHeH・py双eHeHHe蟹

3an砥Hblx巫yro双〉Kap（西ムゴジャール地方の後マグマ性鉱化作用）」，カザフ共和国ナウカ出版所，112
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p・，図18，表16，文献58，26×17cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

　西ムゴジャール地方の地質構造と内因性鉱床分布の諸特徴

　西ムゴジャール地方の噴出岩類中の後マグマ性鉱化体の共生関係と生成順序

　　広域造進自変成作用の鉱物共生関係

　　接触変成作用の鉱物共生関係

　　熱水性先鉱化期交代作用の鉱物共生関係

　　熱水性後鉱化期交代作用の鉱物共生関係

　側岩の変質と銅鉱体

　　銅一ニッケルー硫化鉄フォーメーション

　　　　含銅硫化鉄鉱亜フォーメーション　　含銅硫化鉄鉱一磁鉄鉱亜フォーメーション

　　銅一金一モリブデン　フォーメーション

　　　　銅一輝水鉛鉱亜フォーメーション　銅一金亜フォーメーション

　変成岩および交代岩の岩系と相

　　緑色岩岩系

　　側岩岩系（および鉱体）

　　沸石一炭酸塩岩系

　結語

　10）　G。Pedlro（1964）：Contribution　a1，6tude　exp6rimentale　de、1，alt6ration　g60chimique　des

r・ches　cristallines（結晶質岩石の地球化学的風化作用の実験的研究）」，の露訳版r∂KcHepHMeHTa肪KbIe

Kccπe双oBaHHH　reoxHM四ecKoro　BbIBeTpHB＆HHH　KpHcTa汀汲HuecKHx　Hopo八」（1971），ミール出版所，

251p．，図66，表159，文献303，26．5×17。5cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部　基礎実験．純水の作用下における岩石の風化

　第1章　実験の基本条件

　第2章　風化実験生成物の研究．風化残留固相の研究

　第3章　風化実験生成物の研究．風化濾液の研究

　第4章　岩石分解過程の一般的特徴．岩石組成の役割

第2部　各種条件下における岩石の風化実験

　第5章　物理化学条件の変化．CO2存在下での風化

　第6章　硫化水素と酢酸の存在下での風化

　第7章　水力学的条件と温度条件の変化

第3部　実験研究の結果

　第8章　風化過程に関する実験データの総括

　第9章　土壌生成作用の主な法則について

　第10章　実験研究と堆積岩石学上のその意義．外因的地質過程の地球化学的バランス

　結語

　付録：〉K。He八po　H氷。BepPbe：カオリナイト風化作用の実験結果と水の作用下におけるそのべ一マ

　　　　イト転移にっV・て，p．237～240

　　　》K。He八po：岩石の地表風化時における各種累帯化過程の地球化学的特徴について，p・241～244．

　　　》K。ne八po　H〉K・BepPbe：ブノレーサイトMg（OH）2の珪酸塩化過程の実験的研究，P。245～247．

　　　》K。ne双PO　H〉K。JIB⊃6eH：連続浸透条件下におけるアルモ珪酸塩組成ゲルの変質につv・て：残留

　　　　生成物としてのベー一マイトとギブサイトの生成に対する風化作用要素の影響，P・248～251．
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